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Ⅰ 調査の概要 

 

１.調査の目的 

  本市では、第３期丹波市人口ビジョンに掲げる目標人口の達成や持続可能な地域

社会を形成するため、若年女性の人口減少の是正を図り、女性が住みやすい・働き

やすいと感じられ、「女性が安心して活躍できるまち」を目指して第３期丹波市丹

（まごころ）の里創生総合戦略の策定を進めている。 

  策定にあたっては、実効性の伴った計画とするため、若年女性のリアルな声を聞

き、施策検討にあたっての基礎資料とするものである。 

 

２.調査対象者 

  調査対象は、15 歳～39 歳（昭和 59 年４月２日から平成 21 年４月１日生まれ）

の女性のうち、次の条件に当てはまる方に意識調査を実施した。 

Ｎｏ 対象 調査数 

① 丹波市から転出した人 511人 

② 丹波市に転入した人 500人 

③ 丹波市ふるさと住民 397人 

④ 看護専門学校在校生 110人 

⑤ 乳幼児健診者 22人 

計 1,540人 

 

３.調査の方法 

  調査対象者にアンケートの回答方法を記載した調査案内を郵送し、２次元コード

又はＵＲＬを通じて、専用の回答フォームから回答いただいた。 

 

４.調査の期間 

  令和６年６月 28日（金）から令和６年７月 15日（月） 

 

５.回答件数及び回答率 

  回答数：176件  回答率：11.4％ 

 

６.留意事項 

（１）設問ごとにその設問内容を示すタイトルを記載。 

（２）単純集計の分析は「○」、クロス集計の分析は「●」を文頭に記載。 

（３）各設問の選択肢等について、その意味を損なわない程度に表現を簡略化してい

る場合がある。 
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Ⅱ 調査結果の概要 

 

１.住みたいまちを選ぶ基準や優先順位の高い項目 

 

住みたいまちの基準は、日常生活の利便性・安心した子育て・魅力的な働く場の確保 

 

◇ 住まいのきっかけ 

  住まいのきっかけとしては、「進学」が 21％と最も多いものの、突出した要因はな

く、様々な要因で居住地を選ばれている。 

  市内在住者では、「市外で生まれ、丹波市に転入した」人が 59％と最も多く、その

きっかけは「結婚」が 15人、「住宅の購入・住み替え」が 15人となっており、夫の

出身地であるなど女性が自発的に本市を選択した傾向は多くないことがうかがえる。 

  市外在住者の 78人のうち、「進学」・「就職・転職」で転出された人が 45人となっ

ており、本市における従来からの構造的な課題を如実に表している。 

 

  

 

◇ 住みたいまちを選ぶ基準や優先順位 

  住みたいまちを選ぶ基準や優先順位として、主な意見は以下のとおりとなった。 

（１）買い物など日常生活が便利 57.4％ 

（２）妊娠・出産・子育て支援が充実しており、安心して子育てできる 55.1％ 

（３）バス・電車などの公共交通が便利 40.3％ 

（４）働きたい魅力的な勤め先がある 34.1％ 

（５）病院などの医療体制が整っている 27.3％ 

  住んでいる地域の『住みやすさ』として重視された「買い物などの日常生活が便

利」であることや「公共交通が便利で移動しやすい」ことに加え、「安心して子育てで

きる」ことや「働きたい魅力的な勤め先がある」ことが「今後住みたいまち」を選ぶ

基準や優先順位となっていることが伺える。 
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 特に 10・20 代は 30 代と比較し、「魅力的な勤め先がある」・「起業支援」を重視す

る割合が２倍以上となっている。一方で、30 代は 10代・20代と比較し、「教育環境」

や「医療体制」など子育てをより意識した回答になっていることが伺える。 

 

 

 

２.丹波市で感じたしがらみや理不尽な経験 

 

「前時代」や「古い価値観」が本市での居住や結婚を阻害している 

 

◇ 女性というだけでしがらみや理不尽な経験をされた人は 16％にあたる 28 人おら

れた。特に市内在住者で「市外で生まれ、丹波市に転入された」人が９人おられ、最

も多く、本市に転入されてからギャップを感じていることがうかがえる。 

  地域での性別による役割の強要や家事の負担に偏りがあることについて、「ぞッと

した」や「この地域では生きていけないと危機感を感じた」などの意見があり、いわ

ゆる「前時代」や「古い価値観」が本市に根付いていることが、本市での暮らしや結

婚を阻害していると推測される。 
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具体的な内容・体験 

女性というだけで役割を限定された経験がある 11 

・女性は家を守るべき、親の面倒を見るべき 

・女性は大した仕事をしないのだから、村の行事を手伝うべき 

・村の掃除や食事の準備は全て女性の仕事である 

・「女性だから」と年上の人に言われた 

結婚や出産することが当たり前な風習があり、初対面でもプライバシ

ーな質問をされる 
９ 

女性に家事の負担が偏っている ３ 

地域活動において、発言がしづらい、話し合いでは端に座らされる ３ 

進学や就職する際に選択肢が限られている ３ 

 

 

３.女性が安心して活躍するための取組 

  

 女性が安心して働きつづけるための環境を整備 

 

◇ 安心して働くために負担や不満に感じていることについて、主な意見は以下のと

おりとなった。 

（１）結婚や出産を機にキャリアが途絶えてしまう 38.1％ 

（２）子育てのために希望する働き方ができず、満足な賃金が得られていない 

34.1％ 

（３）身近に自分の能力を活かせる職種がない、または選択肢が少ない 29.5％ 

（４）食事の準備や掃除、洗濯、送迎など家事の負担が女性に偏っている 29.0％ 

（５）こどもの病院への付き添いなど、急な休みが取得しづらい 27.8％ 

（６）残業時間が多い 22.7％ 

  この結果は、優先順位にこそ差はあるものの、10・20代と 30 代が同じく負担や不

安に感じていることとして挙げられており、世代間に関わらず、共通した課題であ

ることがうかがえる。女性の就業率が向上するなか、「古い価値観」としての女性に

求められる役割が変わっておらず、子育てと仕事の両立の負担が女性にばかり偏っ

ている現実を表している。 

この解消にあたっては、①結婚や出産、子育てを希望する女性が当然の権利として

雇用を継続できる環境の整備、②丹波市で働きたいと思える魅力的な仕事の創造、

③女性への負担を軽減し、自分らしいバランスで過ごすことができるようワークラ

イフバランスの更なる強化などを行い、女性への過度な負担を軽減していかなけれ

ばならない。 
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◇ 女性への過度な負担を解消するための取組について、主な意見は以下のとおりと

なった。 

（１）働きやすい職場環境整備など柔軟な働き方を推進する企業・事業所への支援 

29.5％ 

（２）出産からの復職に伴う業務支援やキャリアアップ支援 27.3％ 

（３）在宅勤務やフレックス制、選択的週休３日制などの取組 26.7％ 

（４）急な発熱に対応した託児施設の設置 21.6％ 

（５）こどもの年齢に応じた短時間勤務 21.6％ 

  近年では一人ひとりの生活スタイルは多様化しており、それぞれの生き方に順応

する社会でなくてはいけない。意識調査から、子育てをしながら働き続けたいやキ

ャリアアップを希望する女性が一定数おられることが分かる。この希望を実現する

ためには、女性の負担を軽減し、結婚や出産と仕事の両立を希望する女性を支える

ことができるよう、前項の①雇用の継続、②魅力的な仕事、③ワークライフバランス

に係る環境整備は必須である。このことは、上記の負担を解消するための取組から

も明らかとなった。 

  特に、10・20 代では「自身の能力を活かすことができる企業誘致」や 30 代では

「こどもの年齢に応じた短時間勤務」についての回答の割合が高くなっており、意

識調査をとおして今後の実効性を伴った政策形成を目指す必要がある。 

  なお、子育てと仕事の両立を希望される方が一定数おられる一方で、子育てに専

念したい方や専業主婦を希望される方も当然おられる。これからの政策形成にあた

っては、どちらか一方の希望が叶うのではなく、様々な選択肢があることでそれぞ

れの希望が叶い、自分らしいバランスで活躍できる人生を形成できるよう努めてい

く必要がある。 
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Ⅲ 調査結果 

 

問１ 年齢（単数回答） 

問 1 年齢を教えてください。 

 

 

問２ 職業（単数回答） 

問２ 職業を教えてください。 

 

 

問３ 職業（詳細）（自由記述） 

問３ 職業（学業）の業態や職務内容を教えてください。 

〇「第３期丹波市丹（まごころ）の里創生総合戦略策定に向けた意識調査結果報告書 自

由記述一覧（別冊）」のとおり。 
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問４ 家族構成（単数回答） 

問４ 現在生活をともにしている家族の構成を教えてください。 

 

 

問５ 共働きの有無（単数回答） 

※（問４で「夫婦のみ」・「夫婦とこども」と回答した方） 

問５ ご夫婦は共働きですか 

 

 

問６ 居住地（単数回答） 

問６ 市内・市外のどちらにお住まいか教えてください。 
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問７ 居住地（市外）（自由記述） 

※（問６で「市外」と回答した方） 

問７ 市外にお住まいの方は、どちらの市区町村にお住まいですか。 

〇市外在住者では、「兵庫県」が 47％と最も高く、次いで「大阪府」、「京都府」の順にな

っている。 

〇基礎自治体別では、兵庫県神戸市が８人と最も多く、次いで「大阪府大阪市」、「京都府

福知山市」の順になっている。 

 

 

問８ 市内居住の経緯（単数回答） 

※（問６で「市内」と回答した方） 

問８ 市内にお住まいになった経緯を教えてください。 

○「市外で生まれ、丹波市に転入した」が 59％と最も高くなっている。 

〇「丹波市で生まれ、一度市外へ転出したが、改めて転入した」は 14％にとどまってい

る。 

 

【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体 市内 市外

15～19歳 17 6 11

100.0 35.3 64.7

20～24歳 59 27 32

100.0 45.8 54.2

25～29歳 25 13 12

100.0 52.0 48.0

30～34歳 43 33 10

100.0 76.7 23.3

35～39歳 32 19 13

100.0 59.4 40.6
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問９ 住まいのきっかけ（単数回答） 

問９ 現在の地域にお住まいになったきっかけは何ですか。 

〇「進学」が 21％と最も多いものの、突出した要因はなく、様々な要因が住まいのきっ

かけとなっている。 

●市内在住者で「市外で生まれ、丹波市に転入した」58 人のうち、「結婚」が 15 人、「住

宅の購入・住み替え」が 15人と多い傾向がうかがえる。 

●市外在住者のうち、「進学」が 27人と最も多く、次いで「就職・転職」が 18人、「結婚」

が 11人の順になっている。 

 

 

【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体

生まれてから

ずっと丹波市に

住んでいる

丹波市で生ま

れ、一度市外へ

転出したが、改

めて転入した

市外で生まれ、

丹波市に転入し

た

その他

15～19歳 6 5 0 1 0

100.0 83.3 0.0 16.7 0.0

20～24歳 27 13 2 10 2

100.0 48.1 7.4 37.0 7.4

25～29歳 13 1 2 9 1

100.0 7.7 15.4 69.2 7.7

30～34歳 33 1 4 25 3

100.0 3.0 12.1 75.8 9.1

35～39歳 19 0 6 13 0

100.0 0.0 31.6 68.4 0.0
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問 10 住みやすさ（単数回答） 

問 10 現在、住んでいる地域の住みやすさについて、どう感じていますか。 

〇「住みやすい」、「どちらかというと住みやすい」を合わせた『住みやすい』が 80％、「住

みにくい」、「どちらかというと住みにくい」を合わせた『住みにくい』が 20％となって

いる。 

●居住地（市内・市外）に限らず、『住みやすい』は 80％前後となっている。 

【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体 進学 就職・転職 転勤 結婚 住宅の購入・住み替え 介護 その他

市内 98 10 14 12 21 21 1 19

100.0 10.2 14.3 12.2 21.4 21.4 1.0 19.4

【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体 進学 就職・転職 転勤 結婚 住宅の購入・住み替え 介護 その他

市外在住者 78 27 18 8 11 5 0 9

100.0 34.6 23.1 10.3 14.1 6.4 0.0 11.5

【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体 進学 就職・転職 転勤 結婚
住宅の購入・

住み替え
介護 その他

15～19歳 17 9 2 0 0 2 0 4

100.0 52.9 11.8 0.0 0.0 11.8 0.0 23.5

20～24歳 59 27 17 0 2 4 0 9

100.0 45.8 28.8 0.0 3.4 6.8 0.0 15.3

25～29歳 25 0 4 4 10 0 0 7

100.0 0.0 16.0 16.0 40.0 0.0 0.0 28.0

30～34歳 43 0 4 12 11 12 1 3

100.0 0.0 9.3 27.9 25.6 27.9 2.3 7.0

35～39歳 32 1 5 4 9 8 0 5

100.0 3.1 15.6 12.5 28.1 25.0 0.0 15.6
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問 11 住みやすさの理由（複数回答 ３つまで） 

※（問 10で「住みやすい」「どちらかというと住みやすい」と回答した方） 

問 11 そう感じられた理由を教えてください。 

〇「買い物などの日常生活が便利」が 68.1％と最も高く、次いで「豊かな自然環境」、

「バス・電車などの公共交通が便利で通勤・通学など移動がしやすい」の順になってい

る。 

●居住地別にみると、市内在住者は「買い物などの日常生活が便利」が最も高く、次いで

「豊かな自然環境」、「大規模自然災害のリスクが低い」の順になっている。 

●市外在住者では、「買い物などの日常生活が便利」が最も高く、次いで「バス・電車など

の公共交通が便利で通勤・通学など移動がしやすい」、「豊かな自然環境」の順になっ

【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体 住みやすい

どちらかと

いうと住み

やすい

どちらかとい

うと住みにく

い

住みにくい

市内 98 22 54 17 5

100.0 22.4 55.1 17.3 5.1

【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体 住みやすい

どちらかと

いうと住み

やすい

どちらかとい

うと住みにく

い

住みにくい

市外在住者 78 44 21 13 0

100.0 56.4 26.9 16.7 0.0

【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体 住みやすい

どちらかと

いうと住み

やすい

どちらかとい

うと住みにく

い

住みにくい

15～19歳 17 9 4 4 0

100.0 52.9 23.5 23.5 0.0

20～24歳 59 24 26 9 0

100.0 40.7 44.1 15.3 0.0

25～29歳 25 12 9 3 1

100.0 48.0 36.0 12.0 4.0

30～34歳 43 14 17 8 4

100.0 32.6 39.5 18.6 9.3

35～39歳 32 7 19 6 0

100.0 21.9 59.4 18.8 0.0
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ている。 

 

 

 

 

 

 

【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体

買い物などの

日常生活が便

利

バス・電車などの公

共交通が便利で通

勤・通学など移動が

しやすい

近所づきあい

がしやすい

教育環境が

整っている

住宅の物件数が

多いなど居住環

境が整っている

病院などの

医療体制が

整っている

市内 76 40 2 10 4 7 12

100.0 52.6 2.6 13.2 5.3 9.2 15.8

【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体

福祉・介護

サービスな

ど福祉面が

充実してい

る

妊娠・出産・子

育て支援が充実

しており、子育

てがしやすい

豊かな自然環境

大規模自然災害

のリスクが少な

い

その他

市内 76 1 9 49 14 5

100.0 1.3 11.8 64.5 18.4 6.6

【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体

買い物などの

日常生活が便

利

バス・電車などの公

共交通が便利で通

勤・通学など移動が

しやすい

近所づきあい

がしやすい

教育環境が

整っている

住宅の物件数が

多いなど居住環

境が整っている

病院などの

医療体制が

整っている

市外在住者 65 56 45 1 6 13 12

100.0 86.2 69.2 1.5 9.2 20.0 18.5

【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体

福祉・介護

サービスな

ど福祉面が

充実してい

る

妊娠・出産・子

育て支援が充実

しており、子育

てがしやすい

豊かな自然環境

大規模自然災害

のリスクが少な

い

その他

市外在住者 65 0 4 13 4 5

100.0 0.0 6.2 20.0 6.2 7.7
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問 12 住みにくさの理由（複数回答 ３つまで） 

※（問 10で「住みやにくい」「どちらかというと住みにくい」と回答した方） 

問 12 そう感じられた理由を教えてください。 

〇「バス・電車などの公共交通が不便で通勤・通学がしにくい」が 57.1％と最も高く、次

いで「買い物などの日常生活が不便」、「妊娠・出産・子育て支援が不十分で子育てが

しにくい」の順になっている。 

●居住地別にみると、全体意見と市内在住者の回答に傾向の相違はみられないものの、

市外在住者は「バス・電車などの公共交通が不便で通勤・通学」、「買い物などの日常

生活が不便」に次いで、「緑や水辺などの自然が少ない」の順になっている。 

【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体

買い物などの

日常生活が便

利

バス・電車などの公

共交通が便利で通

勤・通学など移動が

しやすい

近所づきあい

がしやすい

教育環境が

整っている

住宅の物件数が

多いなど居住環

境が整っている

病院などの

医療体制が

整っている

15～19歳 13 9 8 0 0 3 1

100.0 69.2 61.5 0.0 0.0 23.1 7.7

20～24歳 50 35 21 5 2 6 8

100.0 70.0 42.0 10.0 4.0 12.0 16.0

25～29歳 21 16 6 1 1 2 7

100.0 76.2 28.6 4.8 4.8 9.5 33.3

30～34歳 31 20 8 3 2 7 5

100.0 64.5 25.8 9.7 6.5 22.6 16.1

35～39歳 26 16 4 2 5 2 3

100.0 61.5 15.4 7.7 19.2 7.7 11.5

【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体

福祉・介護

サービスな

ど福祉面が

充実してい

る

妊娠・出産・子

育て支援が充実

しており、子育

てがしやすい

豊かな自然環境

大規模自然災害

のリスクが少な

い

その他

15～19歳 13 0 0 4 2 1

100.0 0.0 0.0 30.8 15.4 7.7

20～24歳 50 1 3 25 4 2

100.0 2.0 6.0 50.0 8.0 4.0

25～29歳 21 0 2 6 1 1

100.0 0.0 9.5 28.6 4.8 4.8

30～34歳 31 0 4 14 7 3

100.0 0.0 12.9 45.2 22.6 9.7

35～39歳 26 0 4 13 4 3

100.0 0.0 15.4 50.0 15.4 11.5
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【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体

買い物などの

日常生活が不

便

バス・電車などの公

共交通が不便で通

勤・通学がしにくい

近所づきあい

が煩わしい

教育環境が

整っていな

い

住宅の物件数が

少ないなど居住

環境が整ってい

ない

病院などの

医療体制が

整っていな

い

市内 22 8 15 5 4 5 4

100.0 36.4 68.2 22.7 18.2 22.7 18.2

【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体

福祉・介護サー

ビスなどの福祉

面が不十分であ

る

妊娠・出産・子

育て支援が不十

分で子育てしに

くい

緑や水辺などの

自然が少ない

大規模自然災害

のリスクが高い
その他

市内 22 1 6 0 1 3

100.0 4.5 27.3 0.0 4.5 13.6

【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体

買い物などの

日常生活が不

便

バス・電車などの公

共交通が不便で通

勤・通学がしにくい

近所づきあい

が煩わしい

教育環境が

整っていな

い

住宅の物件数が

少ないなど居住

環境が整ってい

ない

病院などの

医療体制が

整っていな

い

市外在住者 13 7 5 1 1 1 1

100.0 53.8 38.5 7.7 7.7 7.7 7.7

【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体

福祉・介護サー

ビスなどの福祉

面が不十分であ

る

妊娠・出産・子

育て支援が不十

分で子育てしに

くい

緑や水辺などの

自然が少ない

大規模自然災害

のリスクが高い
その他

市外在住者 13 0 1 4 2 1

100.0 0.0 7.7 30.8 15.4 7.7



16 

 

 

 
 

問 13 住みたいまちを選ぶ基準（複数回答 ３つまで） 

問 13 今後、あなたが住むまちを選ぶ基準や優先順位の高い項目を教えてください。 

〇「買い物などの日常生活が便利」が 57.4％と最も高く、次いで「妊娠・出産・子育て支

援が充実しており、安心して子育てできる」、「バス・電車などの公共交通が便利」の順

になっている。また、「働きたい魅力的な勤め先がある」も 34.1％となっている。 

●居住地別にみると、市内在住者は市外在住者と比較し、「働きたい魅力的な勤め先が

ある」、「自分の夢（起業）を応援してくれる支援が充実している」の割合が高くなって

いる。 

●年代別にみると、10・20 代は 30 代と比較し、「働きたい魅力的な勤め先がある」の

割合が高くなっている。 

【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体

買い物などの

日常生活が不

便

バス・電車などの公

共交通が不便で通

勤・通学がしにくい

近所づきあい

が煩わしい

教育環境が

整っていな

い

住宅の物件数が

少ないなど居住

環境が整ってい

ない

病院などの

医療体制が

整っていな

い

15～19歳 4 2 3 1 0 0 1

100.0 50.0 75.0 25.0 0.0 0.0 25.0

20～24歳 9 4 6 2 0 0 0

100.0 44.4 66.7 22.2 0.0 0.0 0.0

25～29歳 4 2 4 0 1 0 1

100.0 50.0 100.0 0.0 25.0 0.0 25.0

30～34歳 12 6 7 1 2 5 2

100.0 50.0 58.3 8.3 16.7 41.7 16.7

35～39歳 6 1 0 2 2 1 1

100.0 16.7 0.0 33.3 33.3 16.7 16.7

【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体

福祉・介護サー

ビスなどの福祉

面が不十分であ

る

妊娠・出産・子

育て支援が不十

分で子育てしに

くい

緑や水辺などの

自然が少ない

大規模自然災害

のリスクが高い
その他

15～19歳 4 0 0 0 0 1

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0

20～24歳 9 0 0 2 0 1

100.0 0.0 0.0 22.2 0.0 11.1

25～29歳 4 1 1 0 0 0

100.0 25.0 25.0 0.0 0.0 0.0

30～34歳 12 0 4 1 1 2

100.0 0.0 33.3 8.3 8.3 16.7

35～39歳 6 0 2 1 2 0

100.0 0.0 33.3 16.7 33.3 0.0
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【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体

働きたい魅力

的な勤め先が

ある

自分の夢（起業）を

応援してくれる支援

が充実している

妊娠・出産・子

育て支援策が充

実しており、安

心して子育てが

できる

学びたい学校

や多様な学び

方ができるな

ど教育環境が

揃っている

豊かな自然環境

やこどもに安

心・安全な物を

食べさせること

ができる

買い物など

の日常生活

が便利

バス・電車など

の公共交通が便

利

市内 98 35 13 54 22 16 53 33

100.0 35.7 13.3 55.1 22.4 16.3 54.1 33.7

【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体

地域とのつなが

りがあるなど、

近所づきあいが

しやすい

住宅の物件数が

多いなど居住環

境が整っている

病院などの医療

体制が整ってい

る

福祉・介護

サービスなど

福祉面が充実

している

環境にやさし

いまちづくり

を推進してい

る

その他

市内 98 6 4 30 4 3 3

100.0 6.1 4.1 30.6 4.1 3.1 3.1

【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体

働きたい魅力

的な勤め先が

ある

自分の夢（起業）を

応援してくれる支援

が充実している

妊娠・出産・子

育て支援策が充

実しており、安

心して子育てが

できる

学びたい学校

や多様な学び

方ができるな

ど教育環境が

揃っている

豊かな自然環境

やこどもに安

心・安全な物を

食べさせること

ができる

買い物など

の日常生活

が便利

バス・電車など

の公共交通が便

利

市外在住者 78 25 6 43 12 19 48 38

100.0 32.1 7.7 55.1 15.4 24.4 61.5 48.7

【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体

地域とのつなが

りがあるなど、

近所づきあいが

しやすい

住宅の物件数が

多いなど居住環

境が整っている

病院などの医療

体制が整ってい

る

福祉・介護

サービスなど

福祉面が充実

している

環境にやさし

いまちづくり

を推進してい

る

その他

市外在住者 78 5 4 18 1 6 3

100.0 6.4 5.1 23.1 1.3 7.7 3.8
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問 14 便利なサービス（自由記述） 

問 14 身の回りにどのようなサービスがあれば、便利で住みやすいと感じますか。 

〇子育てに関すること（44） 

・身近に頼れる人がいないことやキャリアップに係る講座受講時に気軽に預けること

ができるなど、託児サービスの充実（13） 

・こどもが体調を崩した際に預けることができるなど病児・病後児保育の充実（９） 

・こども食堂やアフタースクールでのお昼ご飯の提供サービス（７） 

〇公共交通に関すること（18件） 

・公共交通機関の充実（６） 

・高齢者が気軽に移動できる交通サービス（２） 

〇施設に関すること（18） 

・大型商業施設など娯楽施設の充実（９） 

・子供が安心して遊べる場所の確保（室内含む）（２） 

〇飲食に関すること（10） 

【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体

働きたい魅力

的な勤め先が

ある

自分の夢（起業）を

応援してくれる支援

が充実している

妊娠・出産・子

育て支援策が充

実しており、安

心して子育てが

できる

学びたい学校

や多様な学び

方ができるな

ど教育環境が

揃っている

豊かな自然環境

やこどもに安

心・安全な物を

食べさせること

ができる

買い物など

の日常生活

が便利

バス・電車など

の公共交通が便

利

15～19歳 17 9 1 4 0 2 13 11

100.0 52.9 5.9 23.5 0.0 11.8 76.5 64.7

20～24歳 59 27 10 25 9 12 29 27

100.0 45.8 16.9 42.4 15.3 20.3 49.2 45.8

25～29歳 25 8 1 20 4 2 18 9

100.0 32.0 4.0 80.0 16.0 8.0 72.0 36.0

30～34歳 43 9 3 27 16 6 29 16

100.0 20.9 7.0 62.8 37.2 14.0 67.4 37.2

35～39歳 32 7 4 21 5 13 12 8

100.0 21.9 12.5 65.6 15.6 40.6 37.5 25.0

【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体

地域とのつなが

りがあるなど、

近所づきあいが

しやすい

住宅の物件数が

多いなど居住環

境が整っている

病院などの医療

体制が整ってい

る

福祉・介護

サービスなど

福祉面が充実

している

環境にやさし

いまちづくり

を推進してい

る

その他

15～19歳 17 0 0 4 0 1 0

100.0 0.0 0.0 23.5 0.0 5.9 0.0

20～24歳 59 6 4 10 0 5 0

100.0 10.2 6.8 16.9 0.0 8.5 0.0

25～29歳 25 1 2 6 1 0 1

100.0 4.0 8.0 24.0 4.0 0.0 4.0

30～34歳 43 1 2 13 0 2 3

100.0 2.3 4.7 30.2 0.0 4.7 7.0

35～39歳 32 3 0 15 4 1 2

100.0 9.4 0.0 46.9 12.5 3.1 6.3
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・宅配サービス（８） 

〇医療に関すること（９） 

・小児科など専門クリニックの充実又は診療可能なクリニックの情報提供（５） 

〇出産に関すること（６） 

・妊娠出産に係る経済的支援（２） 

・妊産婦応援タクシー券の利用制限の撤廃（１） 

 

問 15 便利なサービス（デジタル化）（自由記述） 

問 15 より便利で快適な暮らしのために、どのようなサービスにデジタル化が必要だと

思われますか。 

〇行政手続きに関すること（42） 

・時間外や市役所に行かなくても手続きが進めることができる環境整備（24） 

・キャッシュレス決済の導入（５） 

・行政書類のペーパーレス化（４） 

〇こども園・学校に関すること（７） 

・出欠連絡のデジタル化（３） 

・各種申請書類のデジタル化（３） 

 

問 16 しがらみや理不尽な経験（単数回答） 

問 16 丹波市の生活において、女性というだけで、しがらみがあったり、理不尽だと感

じられたことはありますか。 

 

 

問 17 しがらみや理不尽な経験（自由記述） 

※（問 16で「感じたことがある」と回答した方） 

問 17 どのようなことや場面で、そのように感じられましたか。 

〇役割の強要に関すること（固定観念含む）（11） 

・女性は家を守るべき、親の面倒を見るべきという固定観念 

・女性だから村の行事を手伝わされたり、村の掃除や食事は全て女性の仕事であった 
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・しがらみと言うほどではないが、転勤や昇進などについて「女性なのにすごいね」とい

う表現にひっかかりを感じた 

・女の子だからとか男の子だからとかいう言葉を丹波市に引っ越してきてからよく聞

き驚いた。子供が「女の子なのに」とか言い出した時、園で先生が言ってるのかな

とぞっとした 

〇結婚・出産などプライバシーに関すること（９） 

・結婚して子供を産むことが当たり前という価値観（結婚の有無を聞かれたり、結婚

していないとおかしいという反応が、特に年配男性から返ってくることが何度もあ

った） 

・田舎特有の子供がいるいないなど、人の家庭について遠慮もなく聞いてくる。 

・結婚等の意識が全くないことに対して、「最近の若者はだめだな」と面と向かって

言われ、これまでの男尊女卑な考えをコンコンと善として説明されたことがあり、

病気の影響で子どもが産めない体のマジョリティとされる私はここでは生きては

いけないなと危機感を覚え酷く落胆した。 

〇家事・育児に関すること（３） 

・正社員として共働きでも家事をする負担が大きく、女性は家事ができて当たり前と

思われている 

・夫の実家に同居しているが、夫は家事をすると褒められるが、仕事と育児をしてい

る自分は当然という目で見られること。また、時短は女性側がとるのが当然と職場

も夫も思っていること。 

〇地域活動に関すること（３） 

・自治会の常会で女性や若者が少なく発言しづらい。また、意見を求められたことが

なく、聞かないと教えてくれない。 

・自治会の活動において女性軽視の年配の方がおられたり、性別により役割や座る場

所まで決められていたりする(話し合いの場で女性は円の外や端っこに座るなど) 

 

問 18 安心して働くための負担や不満（複数回答 ３つまで） 

問18 安心して働くために、負担や不満に感じる（これから就職するにあたり、負担や不

安だと思う）ことを教えてください。 

〇「結婚や出産を機にキャリアが途絶えてしまう」が 38.1％と最も高く、次いで「子育て

のために希望する働き方ができず、満足な賃金を得られていない」、「身近に自分の能

力を活かせる職種がない、または選択肢が少ない」となっている。 

●年代別にみると、10・20代では、「結婚や出産を機にキャリアが途絶えてしまう」が最

も多く、次いで「身近に自分の能力を活かせる職種がない、または選択肢が少ない」、

「残業時間が多い」、「子育てのために希望する働き方ができず、満足な賃金を得られ

ていない」の順になっている。 

●30 代では、「子育てのために希望する働き方ができず、満足な賃金を得られていな
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い」が最も多く、次いで「こどもの病院への付き添いなど、急な休みが取得しづらい」、

「食事の準備や掃除、洗濯、送迎など家事の負担が女性に偏っている」の順になってい

る。 

●10・20 代では「性別によって、仕事の役割を押し付けられ、希望する希望ができない」

を選択される人がいるが、30代では見られなかった。 

 

 

 

 

 

【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体

身近に自分の能力

を活かせる職種が

ない、または選択

肢が少ない

希望する起業支

援がない

起業のリスクが

大きく、一歩が

踏み出せない

性別によって、仕

事の役割を押し付

けられ、希望する

仕事ができない

残業時間が多い

職場に同性の

同僚や上司が

少なく、相談

がしにくい

市内 98 28 4 7 3 18 6

100.0 28.6 4.1 7.1 3.1 18.4 6.1

【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体

結婚や出産を機

にキャリアが途

絶えてしまう

子育てのために希

望する働き方がで

きず、満足な賃金

が得られていない

こどもの病院へ

の付き添いな

ど、急な休みが

取得しづらい

食事の準備や掃

除、洗濯、送迎な

ど家事の負担が女

性に偏っている

そもそも、どの

ような企業に就

職すれば良いか

分からない

その他

市内 98 35 34 28 24 13 8

100.0 35.7 34.7 28.6 24.5 13.3 8.2

【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体

身近に自分の能力

を活かせる職種が

ない、または選択

肢が少ない

希望する起業支

援がない

起業のリスクが

大きく、一歩が

踏み出せない

性別によって、仕

事の役割を押し付

けられ、希望する

仕事ができない

残業時間が多い

職場に同性の

同僚や上司が

少なく、相談

がしにくい

市外在住者 78 24 5 2 6 22 7

100.0 30.8 6.4 2.6 7.7 28.2 9.0

【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体

結婚や出産を機

にキャリアが途

絶えてしまう

子育てのために希

望する働き方がで

きず、満足な賃金

が得られていない

こどもの病院へ

の付き添いな

ど、急な休みが

取得しづらい

食事の準備や掃

除、洗濯、送迎な

ど家事の負担が女

性に偏っている

そもそも、どの

ような企業に就

職すれば良いか

分からない

その他

市外在住者 78 32 26 21 27 11 2

100.0 41.0 33.3 26.9 34.6 14.1 2.6
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問 19 負担や不満の解決方法（複数回答 ３つまで） 

問 19 その負担や不満を解決する具体的な取組として、どのようなことが必要である

と思いますか。 

〇「働きやすい職場環境整備など柔軟な働き方を推進する企業・事業所への支援」が

29.5％と最も高く、次いで「出産からの復職に伴う業務支援やキャリアアップ支援」、

「在宅勤務やフレックス制、選択的週休３日制などの取組」の順となっている。 

●居住地別にみると、市内在住者は「急な発熱に対応した託児施設の設置」、「こどもの

年齢に応じた短時間勤務」、「在宅勤務やフレックス制、選択的週休３日制などの取組」

の順になっている。 

●市外在住者は、「働きやすい職場環境整備など柔軟な働き方を推進する企業・事業所

への支援」の割合が最も高く、次いで「出産からの復職に伴う業務支援やキャリアアッ

プ支援」、「在宅勤務やフレックス制、選択的週休３日制などの取組」の順になっている。 

●年代別にみると、10・20 代では「出産からの復職に伴う業務支援やキャリアアップ支

援」が最も高く、次いで「働きやすい職場環境整備など柔軟な働き方を推進する企業・

事業所への支援」、「新たな企業誘致など、自分の能力を活かすことができる働く場の

創出」や「キャリアアップやスキルアップに関する学びの場の創出」の順になっている。 

【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体

身近に自分の能力

を活かせる職種が

ない、または選択

肢が少ない

希望する起業支

援がない

起業のリスクが

大きく、一歩が

踏み出せない

性別によって、仕

事の役割を押し付

けられ、希望する

仕事ができない

残業時間が多い

職場に同性の

同僚や上司が

少なく、相談

がしにくい

15～19歳 17 8 3 0 1 5 1

100.0 47.1 17.6 0.0 5.9 29.4 5.9

20～24歳 59 13 4 3 3 17 8

100.0 22.0 6.8 5.1 5.1 28.8 13.6

25～29歳 25 7 0 2 5 5 1

100.0 28.0 0.0 8.0 20.0 20.0 4.0

30～34歳 43 13 0 3 0 10 3

100.0 30.2 0.0 7.0 0.0 23.3 7.0

35～39歳 32 11 2 1 0 3 0

100.0 34.4 6.3 3.1 0.0 9.4 0.0

【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体

結婚や出産を機

にキャリアが途

絶えてしまう

子育てのために希

望する働き方がで

きず、満足な賃金

が得られていない

こどもの病院へ

の付き添いな

ど、急な休みが

取得しづらい

食事の準備や掃

除、洗濯、送迎な

ど家事の負担が女

性に偏っている

そもそも、どの

ような企業に就

職すれば良いか

分からない

その他 無回答

15～19歳 17 6 4 2 2 4 0 0

100.0 35.3 23.5 11.8 11.8 23.5 0.0 0.0

20～24歳 59 22 13 6 14 8 3 0

100.0 37.3 22.0 10.2 23.7 13.6 5.1 0.0

25～29歳 25 8 10 11 7 3 2 0

100.0 32.0 40.0 44.0 28.0 12.0 8.0 0.0

30～34歳 43 15 19 22 13 4 1 0

100.0 34.9 44.2 51.2 30.2 9.3 2.3 0.0

35～39歳 32 16 14 8 15 5 4 0

100.0 50.0 43.8 25.0 46.9 15.6 12.5 0.0



23 

 

●30 代では、「こどもの年齢に応じた短時間勤務が最も多く、次いで「働きやすい職場

環境整備など柔軟な働き方を推進する企業・事業所への支援」、「在宅勤務やフレック

ス制、選択的週休３日制などの取組」の順になっている。 

●10・20代では 30代と比較し、「新たな企業誘致など、自分の能力を活かすことがで

きる働く場の創出」、「キャリアアップやスキルアップに関する学びの場の創出」の割合

が高くなっている。 

●30代では 10・20代と比較し、「急な発熱に対応した託児施設の設置」、「こどもの年

齢に応じた短時間勤務」、「社内保育園や子供連れ出勤の取組」の割合が高くなってい

る。 

 

 

 

 

 

 

【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体

新たな企業の誘致

など、自身の能力

を活かすことがで

きる働く場の創出

キャリアアップ

やスキルアップ

に関する学びの

場の創出

起業に関するサ

ポートや経済的

支援

廃業後の再就職や

再起業に向けた支

援

女性の雇用機会

の拡大など男性

中心の組織運営

の是正

デジタル化に

よる無駄な業

務の削減

働きやすい職場

環境整備など柔

軟な働き方を推

進する企業・事

業所への支援

出産からの復職に

伴う業務支援や

キャリアアップ支

援

市内 98 16 14 11 3 7 18 22 21

100.0 16.3 14.3 11.2 3.1 7.1 18.4 22.4 21.4

【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体
男性の育児参画

に向けた取組

急な発熱に対応し

た託児施設の設置

こどもの年齢に

応じた短時間勤

務

在宅勤務やフ

レックス制、

選択的週休３

日制などの取

組

社内保育園や

子連れ出勤の

取組

家事代行・送

迎サービスの

取組

企業・事業

者とのマッ

チング支援

その他

市内 98 14 25 25 25 16 10 4 7

100.0 14.3 25.5 25.5 25.5 16.3 10.2 4.1 7.1

【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体

新たな企業の誘致

など、自身の能力

を活かすことがで

きる働く場の創出

キャリアアップ

やスキルアップ

に関する学びの

場の創出

起業に関するサ

ポートや経済的

支援

廃業後の再就職や

再起業に向けた支

援

女性の雇用機会

の拡大など男性

中心の組織運営

の是正

デジタル化に

よる無駄な業

務の削減

働きやすい職場

環境整備など柔

軟な働き方を推

進する企業・事

業所への支援

出産からの復職に

伴う業務支援や

キャリアアップ支

援

市外在住者 78 16 10 3 2 9 17 30 27

100.0 20.5 12.8 3.8 2.6 11.5 21.8 38.5 34.6

【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体
男性の育児参画

に向けた取組

急な発熱に対応し

た託児施設の設置

こどもの年齢に

応じた短時間勤

務

在宅勤務やフ

レックス制、

選択的週休３

日制などの取

組

社内保育園や

子連れ出勤の

取組

家事代行・送

迎サービスの

取組

企業・事業

者とのマッ

チング支援

その他

市外在住者 78 13 13 13 22 12 3 2 3

100.0 16.7 16.7 16.7 28.2 15.4 3.8 2.6 3.8
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問 20 負担や不満の解決方法（自由記述） 

問 20 先ほど選ばれた取組のうち、より具体的に希望される取組やサービス、またはそ

のほか負担や不満を和らげるためのアイデアがあれば教えてください。 

〇仕事に関すること（26） 

・自身の能力を活かすことができることや若い世代が働くことができる企業の誘致

（７） 

・在宅勤務や短時間勤務、子連れ出勤など多様な働き方の推進（７） 

・キャリアアップや起業に対する取組支援（４） 

〇子育てに関すること（11） 

・休日を含めた仕事の際にこどもを預けることができる託児サービス（３） 

・男性の育休取得及び長期期間の推進（２） 

 

【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体

新たな企業の誘致

など、自身の能力

を活かすことがで

きる働く場の創出

キャリアアップ

やスキルアップ

に関する学びの

場の創出

起業に関するサ

ポートや経済的

支援

廃業後の再就職や

再起業に向けた支

援

女性の雇用機会

の拡大など男性

中心の組織運営

の是正

デジタル化に

よる無駄な業

務の削減

働きやすい職場

環境整備など柔

軟な働き方を推

進する企業・事

業所への支援

出産からの復職に

伴う業務支援や

キャリアアップ支

援

15～19歳 17 8 5 0 0 0 5 5 2

100.0 47.1 29.4 0.0 0.0 0.0 29.4 29.4 11.8

20～24歳 59 12 14 7 3 4 13 20 21

100.0 20.3 23.7 11.9 5.1 6.8 22.0 33.9 35.6

25～29歳 25 4 2 1 1 5 2 3 8

100.0 16.0 8.0 4.0 4.0 20.0 8.0 12.0 32.0

30～34歳 43 2 1 4 1 5 10 16 11

100.0 4.7 2.3 9.3 2.3 11.6 23.3 37.2 25.6

35～39歳 32 6 2 2 0 2 5 8 6

100.0 18.8 6.3 6.3 0.0 6.3 15.6 25.0 18.8

【単位】

上段：実数（人）

下段：割合（％）

全体
男性の育児参画

に向けた取組

急な発熱に対応し

た託児施設の設置

こどもの年齢に

応じた短時間勤

務

在宅勤務やフ

レックス制、

選択的週休３

日制などの取

組

社内保育園や

子連れ出勤の

取組

家事代行・送

迎サービスの

取組

企業・事業

者とのマッ

チング支援

その他

15～19歳 17 3 4 0 2 1 1 1 0

100.0 17.6 23.5 0.0 11.8 5.9 5.9 5.9 0.0

20～24歳 59 10 5 6 12 2 2 2 1

100.0 16.9 8.5 10.2 20.3 3.4 3.4 3.4 1.7

25～29歳 25 4 7 7 10 7 2 0 1

100.0 16.0 28.0 28.0 40.0 28.0 8.0 0.0 4.0

30～34歳 43 6 15 14 10 9 3 2 2

100.0 14.0 34.9 32.6 23.3 20.9 7.0 4.7 4.7

35～39歳 32 4 7 11 13 9 5 1 6

100.0 12.5 21.9 34.4 40.6 28.1 15.6 3.1 18.8


